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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期
第３四半期
連結累計期間

第57期
第３四半期
連結累計期間

第56期

会計期間
自平成23年３月21日
至平成23年12月20日

自平成24年３月21日
至平成24年12月20日

自平成23年３月21日
至平成24年３月20日

売上高（千円） 14,389,662 14,934,266 18,824,252

経常利益（千円） 995,512 1,181,964 690,859

四半期（当期）純利益（千円） 810,048 830,884 554,030

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
846,497 842,110 695,572

純資産額（千円） 7,373,946 7,992,621 7,223,021

総資産額（千円） 21,434,001 21,006,784 20,217,219

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
55.86 57.29 38.20

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 34.4 38.0 35.7

　

回次
第56期
第３四半期
連結会計期間

第57期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成23年９月21日
至平成23年12月20日

自平成24年９月21日
至平成24年12月20日

１株当たり四半期純利益金額（円） 33.46 25.06

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．第56期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業

会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　　　　４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等を下支えとして緩やかな回復基調に

あったものの、欧州債務問題や中国をはじめとする新興国経済の減速を背景に世界経済を巡る不確実性が一層高ま

り、更に円相場の高止まりによる輸出の停滞等、総じて厳しい状況で推移いたしました。一方、足元では株価上昇や円

高修正の局面も見せており、景気回復への期待感が高まりつつあります。

　当社グループ関連業界におきましては、設備投資は堅調に推移したものの個人消費は力強さに欠ける中、競合他社と

の価格競争激化に歯止めがかからず、依然として厳しい経営環境で推移いたしました。

　このような状況の下、当社グループにおきましては、提案型営業を推進し新規顧客の開拓及び既存取引先の深耕など

積極的な営業展開を図るとともに、生産合理化や海外部材調達の推進等、更なる原価低減及び経費削減に努めてまい

りました。一方、商品開発部門におきましては、市場環境や顧客ニーズの変化に迅速に適応し、環境問題に配慮した高

付加価値商品の開発に一段と努めております。

　その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は149億３千４百万円（前年同期比3.8％増）、営業利益は12億３千４

百万円（前年同期比17.6％増）、経常利益は11億８千１百万円（前年同期比18.7％増）、四半期純利益は８億３千万

円（前年同期比2.6％増）となりました。

　

　セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（オート機器事業）

　主要製品の門型洗車機は、主力取引先であるＳＳ業界やカーディーラー及び整備工場におきまして、昨年度に引き続

き買い替え需要が好調を維持し、販売が堅調に推移いたしました。また、積極的な提案型営業の推進が奏功し、売上高

は前年同期比6.2％増の82億８千６百万円となりました。

（情報機器事業）

　原発事故に伴う節電の影響で落ち込んでおりましたアミューズメント業界は、引き続き厳しい状況にあるものの更

新需要に回復の兆しが見え、ＳＳの価格表示看板にまとまった受注があったことから前年同期を上回る販売となりま

した。また、官需分野におきましては、前期受注の道路情報板が今期の売上に寄与したことにより、売上高は前年同期

比6.9％増の19億２千７百万円となりました。

（生活機器事業）

　生活防衛意識の高まりによる個人消費の低迷や節約志向が一層高まり、当生活関連分野におきましては引き続き厳

しい価格競争に終始いたしました。保冷米びつは堅調に推移したものの、パン焼き機や農産物低温貯蔵庫は苦戦を強

いられ、売上高は前年同期比11.0％減の36億１千５百万円となりました。

（住設機器事業）

　子会社の株式会社ニューストが行う事業で、木・アルミ複合サッシ及び反射板式消音装置の製造・施工が主な事業

であります。主要取引先である建設業界は依然として厳しい状態が続いており、当社への影響も例外ではなく厳しい

状況にありますが、昨年度後半からの受注が比較的好調に推移し、今期の売上に寄与したことにより、売上高は前年同

期比63.7％増の９億９千万円となりました。

（その他の事業）

　その他の事業は、長野市内で展開しております「長野リンデンプラザホテル」の運営事業及び保険代理業、不動産管

理・賃貸業であります。ホテル業は、サービス品質の向上による固定客獲得に努めておりますが、業界全体の競争激化

に加え、長引く経済不況の影響を受けて厳しい経営環境が続いておりまして、売上高は前年同期比0.5％減の１億１千

５百万円となりました。
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（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

　

（３）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費は５億８千８百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 54,930,000

計 54,930,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成24年12月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月４日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,595,050 15,595,050

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株　

計 15,595,050 15,595,050 － －

　　

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成24年９月21日～

平成24年12月20日
－ 15,595,050 － 3,373,552 － 655,289

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月20日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

①【発行済株式】

 平成24年12月20日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　1,093,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,499,100 144,991 －

単元未満株式 普通株式　　　2,950 － －

発行済株式総数 15,595,050 － －

総株主の議決権 － 144,991 －

  

 

②【自己株式等】

 平成24年12月20日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

エムケー精工株式

会社

長野県千曲市大字

雨宮1825番地
1,093,000 － 1,093,000 7.01

計 － 1,093,000 － 1,093,000 7.01

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年９月21日から平成

24年12月20日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年３月21日から平成24年12月20日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東邦監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月20日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,431,977 1,418,398

受取手形及び売掛金 4,462,698 5,360,886

商品及び製品 1,343,222 1,363,961

仕掛品 1,195,648 1,385,936

原材料及び貯蔵品 1,941,668 1,983,780

その他 305,548 195,236

貸倒引当金 △23,208 △25,412

流動資産合計 10,657,555 11,682,789

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,917,785 2,893,962

機械装置及び運搬具（純額） 317,898 250,700

土地 2,981,164 2,981,164

その他（純額） 158,977 148,343

有形固定資産合計 6,375,824 6,274,171

無形固定資産

のれん 1,165,907 1,084,258

その他 519,076 512,484

無形固定資産合計 1,684,984 1,596,743

投資その他の資産 ※1
 1,496,917

※1
 1,451,872

固定資産合計 9,557,726 9,322,786

繰延資産 1,937 1,209

資産合計 20,217,219 21,006,784
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月20日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,191,633 1,391,197

短期借入金 5,569,810 5,041,780

未払金 2,388,728 2,650,975

未払法人税等 80,558 219,655

引当金 276,400 110,772

その他 100,763 294,894

流動負債合計 9,607,894 9,709,275

固定負債

社債 100,000 100,000

長期借入金 2,833,384 2,740,920

退職給付引当金 230,427 248,863

その他 222,491 215,103

固定負債合計 3,386,303 3,304,886

負債合計 12,994,198 13,014,162

純資産の部

株主資本

資本金 3,373,552 3,373,552

資本剰余金 2,951,143 2,951,143

利益剰余金 1,893,892 2,652,266

自己株式 △510,121 △510,121

株主資本合計 7,708,466 8,466,840

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △96,533 △84,320

繰延ヘッジ損益 8,788 7,677

為替換算調整勘定 △397,699 △397,576

その他の包括利益累計額合計 △485,444 △474,218

純資産合計 7,223,021 7,992,621

負債純資産合計 20,217,219 21,006,784
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月21日
　至　平成23年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年３月21日
　至　平成24年12月20日)

売上高 14,389,662 14,934,266

売上原価 9,829,601 10,042,614

売上総利益 4,560,061 4,891,651

販売費及び一般管理費 3,510,947 3,657,629

営業利益 1,049,113 1,234,022

営業外収益

受取配当金 17,111 17,939

その他 77,765 38,732

営業外収益合計 94,876 56,672

営業外費用

支払利息 109,750 85,274

その他 38,727 23,455

営業外費用合計 148,478 108,730

経常利益 995,512 1,181,964

特別利益

固定資産売却益 378 135

貸倒引当金戻入額 12,024 －

特別利益合計 12,403 135

特別損失

固定資産売却損 327 3,526

投資有価証券評価損 138,140 41,598

貸倒損失 945 －

貸倒引当金繰入額 360 －

特別損失合計 139,773 45,125

税金等調整前四半期純利益 868,142 1,136,974

法人税、住民税及び事業税 61,041 217,721

法人税等調整額 △2,947 88,368

法人税等合計 58,093 306,090

少数株主損益調整前四半期純利益 810,048 830,884

四半期純利益 810,048 830,884
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月21日
　至　平成23年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年３月21日
　至　平成24年12月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益 810,048 830,884

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 89,916 12,213

繰延ヘッジ損益 1,046 △1,110

為替換算調整勘定 △54,513 123

その他の包括利益合計 36,449 11,225

四半期包括利益 846,497 842,110

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 846,497 842,110
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年３月21日
至　平成24年12月20日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。　

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額
　

  
前連結会計年度

（平成24年３月20日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月20日）

投資その他の資産 143,738千円 133,996千円

　

２  保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。
　

前連結会計年度
（平成24年３月20日）

当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月20日）

信濃輸送㈱ 19,001千円 信濃輸送㈱ 16,004千円

　

３  受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高
  

　
前連結会計年度

（平成24年３月20日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月20日）

受取手形割引高 1,025,066千円 926,932千円

　 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
　

  
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年３月21日
至  平成23年12月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年３月21日
至  平成24年12月20日）

減価償却費 350,191千円 317,281千円

のれんの償却額 81,648千円 81,648千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年３月21日　至　平成23年12月20日）

配当金支払額

　該当事項はありません。 

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年３月21日　至　平成24年12月20日）

配当金支払額

（決  議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月19日

定時株主総会
普通株式 72,510 5  平成24年３月20日 平成24年６月20日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年３月21日　至　平成23年12月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結損

益計算書計上

額

(注)２　

オート機器

事業
情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 7,803,2771,803,5864,061,879604,767116,15214,389,662 － 14,389,662

セグメント間の内部

売上高又は振替高
14,717 15,723215,97054,348104,702405,461△405,461 －

計 7,817,9951,819,3094,277,849659,115220,85414,795,124△405,46114,389,662

セグメント利益又は

損失（△）
1,231,266△169,648667,107△172,06930,9011,587,558△538,4451,049,113

(注)１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△538,445千円には、セグメント間取引消去24,336千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△562,782千円が含まれています。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属していない四半期連結財務諸表提出会社の費用です。

　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年３月21日　至　平成24年12月20日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額

(注)１

四半期連結損

益計算書計上

額

(注)２　

オート機器

事業
情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 8,286,1551,927,2713,615,214990,071115,55214,934,266 － 14,934,266

セグメント間の内部

売上高又は振替高
7,069 26,267248,667 5,276 103,748391,028△391,028 －

計 8,293,2241,953,5393,863,881995,348219,30115,325,294△391,02814,934,266

セグメント利益又は

損失（△）
1,272,438△45,356591,779△45,966 32,1731,805,068△571,0461,234,022

(注)１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△571,046千円には、セグメント間取引消去19,563千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△590,609千円が含まれています。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属していない四半期連結財務諸表提出会社の費用です。

　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月21日
至　平成23年12月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年３月21日
至　平成24年12月20日）

１株当たり四半期純利益金額 55円86銭 57円29銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 810,048 830,884

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 810,048 830,884

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,502 14,502

 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　　 

２【その他】

　該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月１日

エムケー精工株式会社

取締役会　御中

東邦監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小宮　直樹　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 石井　克昌　印

 　  　 　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエムケー精工株式

会社の平成24年３月21日から平成25年３月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年９月21日から

平成24年12月20日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年３月21日から平成24年12月20日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エムケー精工株式会社及び連結子会社の平成24年12月20日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
　
　（注）　１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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